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【誤訳訂正書】
【提出日】令和1年6月13日(2019.6.13)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）少なくとも１種のアノード活物質を含むアノード、
　（Ｂ）Ｎｉを含有する少なくとも１種のカソード活物質を含むカソード、並びに
　（Ｃ）電解質組成物であって、
　　（ｉ）少なくとも１種の非プロトン性有機溶媒、
　　（ｉｉ）少なくとも１種のリチウムイオン含有の導電性塩、
　　（ｉｉｉ）ＣＦ２Ｈ（ＣＦ２）３ＣＨ２ＯＣＦ２ＣＦ２Ｈ、及び
　　（ｉｖ）任意に１種以上の添加剤、
　を含有する電解質組成物
を含む電気化学セル。
【請求項２】
　電解質組成物（Ｃ）が、前記電解質組成物の総体積に基づいて、１～６０体積％のＣＦ

２Ｈ（ＣＦ２）３ＣＨ２ＯＣＦ２ＣＦ２Ｈを含有する、請求項１に記載の電気化学セル。
【請求項３】
　前記カソード活物質が、前記カソード活物質中に存在する遷移金属の総量に基づいて、
少なくとも１０モル％のＮｉを含有する、請求項１又は２に記載の電気化学セル。
【請求項４】
　前記カソード活物質が、前記カソード活物質中に存在する遷移金属の総量に基づいて、
少なくとも５０モル％のＮｉを含有する、請求項１から３のいずれか一項に記載の電気化
学セル。
【請求項５】
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　前記カソード活物質が、少なくとも１種のＮｉと異なる遷移金属をさらに含有する、請
求項１から４のいずれか一項に記載の電気化学セル。
【請求項６】
　前記カソード活物質がＭｎ、Ｎｉ及びＣｏを含有する、請求項１から５のいずれか一項
に記載の電気化学セル。
【請求項７】
　前記カソード活物質が、一般式（ＩＩａ）Ｌｉ（１＋ｄ１）［Ｎｉａ１Ｃｏｂ１Ｍｎｃ

１］（１－ｄ１）Ｏ２＋ｅ

（式中、ｄ１は０～０．３であり、
　ａ１、ｂ１及びｃ１は、同一又は異なってもよく、独立して０～０．９であり、ａ１＋
ｂ１＋ｃ１＝１であり、
　－０．１≦ｅ≦０．１である）
の層状構造を有する遷移金属酸化物から選択される、請求項１から６のいずれか一項に記
載の電気化学セル。
【請求項８】
　前記カソード活物質が、一般式（ＩＩｂ）Ｌｉ１＋ｄ２（Ｎｉａ２Ｃｏｂ２Ｍｎｃ２Ｍ

ｆ）１－ｄ２Ｏ２

（式中、ｄ２は０～０．２の範囲にあり、
　ａ２は０．２～０．９の範囲にあり、
　ｂ２は０～０．３５の範囲にあり、
　ｃ２は０．１～０．７の範囲にあり、
　ｆは０～０．２の範囲にあり、
　ａ２＋ｂ２＋ｃ２＋ｆ＝１であり、
　Ｍは、Ａｌ、Ｍｇ、Ｃａ、Ｖ、Ｍｏ、Ｔｉ、Ｆｅ及びＺｎから選択される１種以上であ
る）
の層状構造を有する遷移金属酸化物から選択される、請求項１から６のいずれか一項に記
載の電気化学セル。
【請求項９】
　前記カソード活物質が、リチウムをインターカレートした、Ｎｉ、Ｃｏ及びＡｌの混合
酸化物から選択される、請求項１から５のいずれか一項に記載の電気化学セル。
【請求項１０】
　前記カソード活物質が、一般式Ｌｉ１＋ｔＭ２－ｔＯ４－ｓ（式中、ｓは０～０．４で
あり、ｔは０～０．４であり、ＭはＭｎ、Ｎｉ及び任意にＣｏである）のマンガン含有の
スピネルから選択される、請求項１から６のいずれか一項に記載の電気化学セル。
【請求項１１】
　前記非プロトン性有機溶媒（ｉ）が、環式及び非環式の有機炭酸塩、ジ－Ｃ１～Ｃ１０

－アルキルエーテル、ジ－Ｃ１～Ｃ４－アルキル－Ｃ２～Ｃ６－アルキレンエーテル及び
ポリエーテル、環式エーテル、環式及び非環式のアセタール及びケタール、オルトカルボ
ン酸エステル、カルボン酸の環式及び非環式のエステル及びジエステル、環式及び非環式
のスルホン、環式及び非環式のニトリル及びジニトリル、並びに、それらの混合物から選
択される、請求項１から１０のいずれか一項に記載の電気化学セル。
【請求項１２】
　前記非プロトン性有機溶媒（ｉ）が、環式及び非環式の有機炭酸塩、並びに、それらの
混合物から選択される、請求項１から１１のいずれか一項に記載の電気化学セル。
【請求項１３】
　前記電解質組成物が、膜形成添加剤、難燃剤、過充電保護添加剤、湿潤剤、ＨＦ及び／
又はＨ２Ｏの捕捉剤、ＬｉＰＦ６塩の安定剤、イオン捕捉の促進剤、腐食防止剤及びゲル
化剤から選択される少なくとも１種の添加剤（ｉｖ）を含有する、請求項１から１２のい
ずれか一項に記載の電気化学セル。
【請求項１４】
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　電解質組成物中の少なくとも１種の遷移金属の溶解を低下するために、少なくとも１種
の遷移金属を含有するカソード活物質を含む電気化学セル用の電解質組成物にＣＦ２Ｈ（
ＣＦ２）３ＣＨ２ＯＣＦ２ＣＦ２Ｈを使用する方法。
【請求項１５】
　電気化学セルのインピーダンス増加を低下するために、電気化学セル用の電解質組成物
にＣＦ２Ｈ（ＣＦ２）３ＣＨ２ＯＣＦ２ＣＦ２Ｈを使用する方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
　ＵＳ ５，７９５，６７７には、ハロゲン化エーテルから選択された溶媒、該ハロゲン
化エーテルの溶解性を増大する化合物、及びリチウム塩を含有する非水性電解質溶液が開
示されている。このような電解質組成物を含み、かつ、特に大きい高率容量（high-rate 
capacity）を有するリチウム二次セルは、向上されたサイクル寿命及び低温容量を有すべ
きであった。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
　過去数年で、より高い電圧（４．２Ｖ以上）及び／又はより高いエネルギー密度のリチ
ウムイオン電池の製造を可能にする、新規なカソード活物質、例えば、いわゆるＨＥ－Ｎ
ＣＭ、ＨＶ－スピネル又はカンラン石構造を有するリン酸リチウムコバルトが開発された
。これらのカソード材料を含む電気化学セル中の作業条件はより厳しく、電解質組成物は
これらの電気化学セルの要件にマッチするように適合されなければならない。電解質分解
に直接関連し、かつ、ほとんど考えられていない、電気化学セルのサイクル中に生じる１
つの効果は、インピーダンス増加（impedance build-up）である。電気化学セルのインピ
ーダンスの増加は、電気化学セルにより伝達されるエネルギーの減少をもたらす。インピ
ーダンス増加は、高電圧で使用される電気化学セルでより顕著である。遷移金属含有のカ
ソード材料を含む電気化学セルの特有のもう１つの課題は、遷移金属の溶解である。遷移
金属イオンは、電解質組成物中に溶解され、有害な影響を及ぼすセルのアノードに移動す
ることができる。これらの遷移金属イオンは、カソードに対して不可逆的に失われる。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
　環式の炭酸塩の例は、エチレンカーボネート（ＥＣ）、プロピレンカーボネート（ＰＣ
）及びブチレンカーボネート（ＢＣ）であり、ここで、１個以上のＨが、Ｆ及び／又はＣ

１～Ｃ４－アルキル基に置換されていてもよく、例えば４－メチルエチレンカーボネート
、モノフルオロエチレンカーボネート（ＦＥＣ）、並びに、シス－及びトランス－ジフル
オロエチレンカーボネートである。好ましい環式の炭酸塩は、エチレンカーボネート、モ
ノフルオロエチレンカーボネート及びプロピレンカーボネートであり、より好ましくは、
エチレンカーボネート及びモノフルオロエチレンカーボネートであり、特にモノフルオロ
エチレンカーボネートである。
【誤訳訂正５】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
　ジ－Ｃ１～Ｃ４－アルキル－Ｃ２～Ｃ６－アルキレンエーテルの例としては、１，２－
ジメトキシエタン、１，２－ジエトキシエタン、ジグリム（ジエチレングリコールジメチ
ルエーテル）、トリグリム（トリエチレングリコールジメチルエーテル）、テトラグリム
（テトラエチレングリコールジメチルエーテル）及びジエチレングリコールジエチルエー
テルが挙げられる。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３２】
　本発明の電解質組成物（Ｃ）は、成分（ｉｉ）とも称される少なくとも１種の導電性塩
を含有する。電解質組成物は、電気化学セル中で起こる電気化学反応に関与するイオンを
移動させる媒体として機能する。通常、導電性塩（単数又は複数）は、溶媒和又は溶融状
態で電解質中に存在する。液体又はゲル状の電解質組成物において、通常、導電性塩は非
プロトン性有機溶媒（単数又は複数）中に溶媒和されている。好ましくは、導電性塩はリ
チウム塩である。より好ましくは、導電性塩は、以下のものからなる群から選択される：
Ｌｉ［Ｆ６－ｘＰ（ＣｙＦ２ｙ＋１）ｘ］、式中、ｘは０～６の範囲の整数であり、ｙは
１～２０の範囲の整数である；
　Ｌｉ［Ｂ（ＲＩ）４］、Ｌｉ［Ｂ（ＲＩ）２（ＯＲＩＩＯ）］及びＬｉ［Ｂ（ＯＲＩＩ

Ｏ）２］、式中、それぞれのＲＩは、互いに独立して、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、Ｃ１～Ｃ４

－アルキル、Ｃ２～Ｃ４－アルケニル、Ｃ２～Ｃ４－アルキニル、ＯＣ１～Ｃ４－アルキ
ル、ＯＣ２～Ｃ４－アルケニル及びＯＣ２～Ｃ４－アルキニルから選択され、ここで、ア
ルキル、アルケニル及びアルキニルが１個以上のＯＲＩＩＩに置換されてもよく、ＲＩＩ

ＩはＣ１～Ｃ６－アルキル、Ｃ２～Ｃ６－アルケニル及びＣ２～Ｃ６－アルキニルから選
択され、かつ
　（ＯＲＩＩＯ）は、１，２－若しくは１，３－ジオール、１，２－若しくは１，３－ジ
カルボン酸、又は１，２－若しくは１，３－ヒドロキシカルボン酸に由来する２価基であ
り、ここで、該２価基が、両方の酸素原子を介して、中心のＢ原子と５員又は６員環を形
成する；
　ＬｉＣｌＯ４；ＬｉＡｓＦ６；ＬｉＣＦ３ＳＯ３；Ｌｉ２ＳｉＦ６；ＬｉＳｂＦ６；Ｌ
ｉＡｌＣｌ４、Ｌｉ（Ｎ（ＳＯ２Ｆ）２）、リチウムテトラフルオロ（オキサラト）ホス
フェート；シュウ酸リチウム；並びに
　一般式Ｌｉ［Ｚ（ＣｎＦ２ｎ＋１ＳＯ２）ｍ］の塩、式中、ｍ及びｎは下記のように規
定される：
　Ｚが酸素及び硫黄から選択される場合、ｍ＝１であり、
　Ｚが窒素及びリンから選択される場合、ｍ＝２であり、
　Ｚが炭素及びシリコンから選択される場合、ｍ＝３であり、
　ｎが１～２０の範囲の整数である。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
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　「完全にフッ素化されたＣ１～Ｃ４－アルキル基」とは、アルキル基の全てのＨ原子が
Ｆに置換されていることを意味する。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
　Ｌｉ［Ｂ（ＲＩ）４］、Ｌｉ［Ｂ（ＲＩ）２（ＯＲＩＩＯ）］及びＬｉ［Ｂ（ＯＲＩＩ

Ｏ）２］の例は、ＬｉＢＦ４、ジフルオロオキサラトホウ酸リチウム、及びジオキサラト
ホウ酸リチウムである。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４８】
　ＳＥＩ（「固体電解質界面」）形成添加剤とも称される膜形成添加剤は、当業者に知ら
れている。本発明によるＳＥＩ形成添加剤は、電極上に分解して、電解質組成物及び／又
は電極の劣化を防止する不活性層を該電極上に形成する化合物である。このようにして、
電池の寿命が著しく延長される。好ましくは、ＳＥＩ形成添加剤は、アノード上に不活性
層を形成する。本発明に関連するアノードは、電池の負極と理解される。好ましくは、ア
ノード、例えばグラファイトアノードは、Ｌｉ＋／Ｌｉ酸化還元対に対して1ボルト以下
の還元電位を有する。化合物がアノードの膜形成添加剤として適格かどうかを決定するた
めに、グラファイト電極、リチウムイオン（例えば、リチウムコバルト酸化物）含有カソ
ード、及び少量、典型的には電解質組成物の０．０１～１０質量％、好ましくは電解質組
成物の０．０５～５質量％の前記化合物を含有する電気化学セルは、製造することができ
る。ＳＥＩ形成添加剤の例は、ビニレンカーボネート及びその誘導体、例えばビニレンカ
ーボネート及びメチルビニレンカーボネート；フッ素化エチレンカーボネート及びその誘
導体、例えばモノフルオロエチレンカーボネート、シス－及びトランス－ジフルオロカー
ボネート；プロパンスルトン及びその誘導体；エチレンサルファイト及びその誘導体；化
合物、例えば、シュウ酸リチウム、並びに、シュウ酸ジメチル、リチウムビス（オキサレ
ート）ボレート、リチウムジフルオロ（オキサラト）ボレート及びアンモニウムビス（オ
キサラト）ボレートを含むオキサラトボレート、並びに、リチウムテトラフルオロ（オキ
サラト）ホスフェートを含むオキサラトホスフェートを含むシュウ酸塩；式（Ｉ）、
【化１】

［式中、ＸはＣＨ２又はＮＲａであり、
　Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ６アルキルから選択され、
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　Ｒ２は、－（ＣＨ２）ｕ－ＳＯ３－（ＣＨ２）ｖ－Ｒｂから選択され、
　－ＳＯ３－が、－Ｏ－Ｓ（Ｏ）２－又は－Ｓ（Ｏ）２－Ｏ－であり、好ましくは－ＳＯ

３－が－Ｏ－Ｓ（Ｏ）２－であり、
（ここで、ｕは１～８の整数であり、好ましくはｕは２、３又は４であり、
　Ｎ原子に直接結合しない－（ＣＨ２）ｕ－アルキレン鎖の１個以上のＣＨ２基、及び／
又はＳＯ３基は、Ｏに置換されてもよく、－（ＣＨ２）ｕ－アルキレン鎖の２つの隣接す
るＣＨ２基は、Ｃ－Ｃ二重結合に置換されてもよく、好ましくは－（ＣＨ２）ｕ－アルキ
レン鎖は置換されていなく、
　ｕは１～８の整数であり、好ましくはｕは２、３又は４であり、
　ｖは１～４の整数であり、好ましくはｖは０であり、
　Ｒａは、Ｃ１～Ｃ６－アルキルから選択され、
　Ｒｂは、１個以上のＦを含有してもよいＣ１～Ｃ２０－アルキル、Ｃ２～Ｃ２０－アル
ケニル、Ｃ２～Ｃ２０－アルキニル、Ｃ６～Ｃ１２－アリール及びＣ６～Ｃ２４－アラル
キルから選択され、ＳＯ３基に直接結合していないアルキル、アルケニル、アルキニル及
びアラルキルの１個以上のＣＨ２基は、Ｏに置換されてもよく、好ましくは、Ｒｂは、１
個以上のＦを含有してもよいＣ１～Ｃ６－アルキル、Ｃ２～Ｃ４－アルケニル及びＣ２～
Ｃ４－アルキニルから選択され、ＳＯ３基に直接結合していないアルキル、アルケニル、
アルキニル及びアラルキルの１個以上のＣＨ２基は、Ｏに置換されてもよく、Ｒｂの好ま
しい例には、メチル、エチル、トリフルオロメチル、ペンタフルオロエチル、ｎ－プロピ
ル、ｎ－ブチル、ｎ－ヘキシル、エテニル、エチニル、アリル又はプロプ－１－イニ－イ
ルが含まれる）
　アニオンＡ－は、ビスオキサラトボレート、ジフルオロ（オキサラト）ボレート、［Ｆ

ｚＢ（ＣｍＦ２ｍ＋１）４－ｚ］－、［ＦｙＰ（ＣｍＦ２ｍ＋１）６－ｙ］－、（ＣｍＦ

２ｍ＋１）２Ｐ（Ｏ）Ｏ］－、［ＣｍＦ２ｍ＋１Ｐ（Ｏ）Ｏ２］２－、［Ｏ－Ｃ（Ｏ）－
ＣｍＦ２ｍ＋１］－、［Ｏ－Ｓ（Ｏ）２－ＣｍＦ２ｍ＋１］－、［Ｎ（Ｃ（Ｏ）－ＣｍＦ

２ｍ＋１）２］－、［Ｎ（Ｓ（Ｏ）２－ＣｍＦ２ｍ＋１）２］－、［Ｎ（Ｃ（Ｏ）－Ｃｍ

Ｆ２ｍ＋１）（Ｓ（Ｏ）２－ＣｍＦ２ｍ＋１）］－、［Ｎ（Ｃ（Ｏ）－ＣｍＦ２ｍ＋１）
（Ｃ（Ｏ）Ｆ）］－、［Ｎ（Ｓ（Ｏ）２－ＣｍＦ２ｍ＋１）（Ｓ（Ｏ）２Ｆ）］－、［Ｎ
（Ｓ（Ｏ）２Ｆ）２］－、［Ｃ（Ｃ（Ｏ）－ＣｍＦ２ｍ＋１）３］－、［Ｃ（Ｓ（Ｏ）２

－ＣｍＦ２ｍ＋１）３］－（ここで、ｍは１～８の整数であり、ｚは１～４の整数であり
、ｙは１～６の整数である）から選択される］
の化合物を含有するイオン性化合物である。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５２】
　好ましいＳＥＩ形成添加剤は、オキサラトボレート、フッ素化エチレンカーボネート及
びその誘導体、ビニレンカーボネート及びその誘導体、並びに、式（Ｉ）の化合物である
。より好ましくは、リチウムビス（オキサラト）ボレート（ＬｉＢＯＢ）、ビニレンカー
ボネート、モノフルオロエチレンカーボネート及び式（Ｉ）の化合物であり、特にモノフ
ルオロエチレンカーボネート及び式（Ｉ）の化合物である。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５３】
　添加剤として添加される化合物は、電解質組成物及び電解質組成物を含む素子に１つを
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超える効果を有してもよい。例えば、リチウムオキサラトボレートはＳＥＩ形成を促進す
る添加剤として添加されてもよいが、それは導電性塩として添加されてもよい。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６６】
　リチウムを含有するカンラン石構造の遷移金属リン酸塩の例は、ＬｉＦｅＰＯ４、Ｌｉ
ＣｏＰＯ４及びＬｉＭｎＰＯ４である。リチウム及びＮｉを含有するカンラン石構造の遷
移金属リン酸塩の例はＬｉＮｉＰＯ４である。リチウム含有のインターカレートした（in
tercalating）金属酸化物の例は、ＬｉＣｏＯ２、ＬｉＮｉＯ２、式（ＩＩａ）Ｌｉ（１

＋ｄ１）［Ｎｉａ１Ｃｏｂ１Ｍｎｃ１］（１－ｄ１）Ｏ２＋ｅ（式中、ｄ１は０～０．３
である；ａ１、ｂ１及びｃ１は、同一又は異なってもよく、独立して０～０．８であり、
ａ１＋ｂ１＋ｃ１＝１である；－０．１≦ｅ≦０．１である）の層状構造を有する混合遷
移金属酸化物、一般式（ＩＩｂ）Ｌｉ１＋ｄ２（Ｎｉａ２Ｃｏｂ２Ｍｎｃ２Ｍｆ）１－ｄ

２Ｏ２（式中、
　ｄ２は０～０．２の範囲にあり、
　ａ２は０．２～０．９の範囲にあり、
　ｂ２は０～０．３５の範囲にあり、
　ｃ２は０．１～０．７の範囲にあり、
　ｆは０～０．２の範囲にあり、
　ａ２＋ｂ２＋ｃ２＋ｆ＝１であり、
　Ｍは、Ａｌ、Ｍｇ、Ｃａ、Ｖ、Ｍｏ、Ｔｉ、Ｆｅ及びＺｎから選択される１種以上のも
のである）を有する層状構造を有する遷移金属酸化物、マンガンを含有するスピネル（例
えば、ＬｉＭｎＯ４）及び式（ＩＩＩ）Ｌｉ１＋ｔＭ２－ｔＯ４－ｓ（式中、ｓは０～０
．４であり、ｔは０～０．４であり、ＭはＭｎ、及びＣｏ及びＮｉからなる群から選択さ
れる少なくとも１種のさらなる金属である）のスピネル、並びに、リチウムをインターカ
レートした、Ｎｉ、Ｃｏ及びＡｌの金属酸化物、例えばＬｉ（１＋ｇ）［ＮｉｈＣｏｉＡ
ｌｊ］（１－ｇ）Ｏ２＋ｋ（ｇ、ｈ、ｌ、ｊ及びｋの標準値は、ｇ＝０、ｈ＝０．８～０
．８５、ｉ＝０．１５～０．２０、ｊ＝０．０２～０．０３、及びｋ＝０である）である
。式（ＩＩａ）及び（ＩＩｂ）の層状構造を有する遷移金属酸化物は、通常のＮＣＭｓよ
り高いエネルギー密度を有するので、高エネルギーＮＣＭ（ＨＥ－ＮＣＭ）とも称される
。式（ＩＩＩ）のスピネルは、Ｌｉ／Ｌｉ+に対して高電圧を示す、ＨＶ－スピネルとも
称される。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６９】
　式（ＩＩａ）の層状構造を有するマンガン含有の遷移金属酸化物の例は、［Ｎｉａ１Ｃ
ｏｂ１Ｍｎｃ１］がＮｉ０．３３Ｃｏ０Ｍｎ０．６６、Ｎｉ０．２５Ｃｏ０Ｍｎ０．７５

、Ｎｉ０．３５Ｃｏ０．１５Ｍｎ０．５、Ｎｉ０．２１Ｃｏ０．０８Ｍｎ０．７１及びＮ
ｉ０．２２Ｃｏ０．１２Ｍｎ０．６６から選択されるものである。好ましくは、一般式（
ＩＩａ）の遷移金属酸化物は、相当量のさらなるカチオン又はアニオンを含有しない。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７５
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００７５】
　一実施態様において、カソード活物質は、一般式（ＩＩａ）Ｌｉ（１＋ｄ１）［Ｎｉａ

１Ｃｏｂ１Ｍｎｃ１］（１－ｄ１）Ｏ２＋ｅの層状構造を有する遷移金属酸化物から選択
され、ここで、ｄ１は０～０．３である；ａ１、ｂ１及びｃ１は、同一又は異なってもよ
く、独立して０～０．９であり、ａ１＋ｂ１＋ｃ１＝１である；－０．１≦ｅ≦０．１で
ある。好ましくは、ｄ１は０～０．３である；ａ１、ｂ１及びｃ１は、同一又は異なって
もよく、独立して０～０．８であり、ａ１＋ｂ１＋ｃ１＝１である；－０．１≦ｅ≦０．
１である。ａ１において、好ましくは、ａ１は０を超えから０．９までであり、より好ま
しくは、ａ１は０．１～０．９であり、さらにより好ましくは、ａ１は０．１～０．８で
あり、さらにより好ましくは、ａ１は０．２～０．８であり、特に好ましくは、ａ１は０
．５～０．８である。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７６】
　本発明の他の実施態様によれば、カソード活物質は、一般式（ＩＩｂ）
　　Ｌｉ１＋ｄ２（Ｎｉａ２Ｃｏｂ２Ｍｎｃ２Ｍｆ）１－ｄ２Ｏ２

（式中、ｄ２は０～０．２の範囲にあり、
　ａ２は、０．２～０．９、好ましくは０．２～０．８、より好ましくは０．５～０．８
の範囲にあり、
　ｂ２は０～０．３５の範囲にあり、
　ｃ２は、０．１～０．７、好ましくは０．２～０．７の範囲にあり、
　ｆは０～０．２の範囲にあり、
　ａ２＋ｂ２＋ｃ２＋ｆ＝１であり、
　Ｍは、Ａｌ、Ｍｇ、Ｃａ、Ｖ、Ｍｏ、Ｔｉ、Ｆｅ及びＺｎから選択される１種以上のも
のである）
の層状構造を有する遷移金属酸化物から選択される。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８１】
　カソードは、導電性材料、例えば導電性炭素、及びバインダー等の通常の成分をさらに
含んでもよい。導電性材料及びバインダーとして適している化合物は、当業者に知られて
いる。例えば、カソードは、例えばグラファイト、カーボンブラック、カーボンナノチュ
ーブ、グラフェン及び前述した物質の少なくとも２種の混合物から選択される、導電性多
形体（conductive polymorph）での炭素を含んでもよい。さらに、カソードは、１種以上
のバインダー、例えば、１種以上の有機ポリマー、例えばポリエチレン、ポリアクリロニ
トリル、ポリブタジエン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリアクリレート、ポリビニ
ルアルコール、ポリイソプレン、並びに、エチレン、プロピレン、スチレン、（メタ）ア
クリロニトリル及び１，３－ブタジエンから選択される少なくとも２種のコモノマーの共
重合体、特にスチレン－ブタジエン共重合体、並びに、ハロゲン化（コ）ポリマー、例え
ばポリ塩化ビニリデン、ポリ塩化ビニル、ポリフッ化ビニル、ポリフッ化ビニリデン（Ｐ
ＶｄＦ）、ポリテトラフルオロエチレン、テトラフルオロエチレンとヘキサフルオロプロ
ピレンの共重合体、テトラフルオロエチレンとフッ化ビニリデンとポリアクリロニトリル
の共重合体を含んでもよい。
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【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８２】
　本発明のリチウムイオン電池中に含まれるアノードは、リチウムイオンを可逆的に吸蔵
及び放出することができるか、又はリチウムと合金を形成することができるアノード活物
質を含む。特に、リチウムイオンを可逆的に吸蔵及び放出することができる炭素質材料を
アノード活物質として使用することができる。好適な炭素質材料は、結晶性炭素、例えば
グラファイト材料、より具体的には、天然黒鉛、黒鉛化コークス、黒鉛化ＭＣＭＢ、黒鉛
化ＭＰＣＦ；無定形炭素、例えばコークス、１５００℃未満で燃えるメソカーボンマイク
ロビーズ（ＭＣＭＢ）、及び中間相ピッチをベースとする炭素繊維（ＭＰＣＦ）；硬質炭
素及び炭素系アノード活物質（熱分解炭素、コークス、グラファイト）、例えば炭素複合
体、燃える有機ポリマー及び炭素繊維である。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８３】
　さらなるアノード活物質は、リチウム金属、又はリチウムと合金を形成することができ
る元素を含有する材料である。リチウムと合金を形成することができる元素を含有する材
料の非限定的な例には、金属、半金属又はそれらの合金が含まれる。この明細書で使用さ
れる「合金」という用語は、２種以上の金属の合金にも、１種以上の金属と１種以上の半
金属との合金にも関することを理解されたい。合金が全体として金属特性を有する場合、
合金は非金属元素を含んでもよい。合金の質感には、固溶体、共融物（共融混合物）、金
属間化合物又はこれらの２種以上が共存する。このような金属又は半金属元素の例には、
これに限定されず、チタン（Ｔｉ）、スズ（Ｓｎ）、鉛（Ｐｂ）、アルミニウム、インジ
ウム（Ｉｎ）、亜鉛（Ｚｎ）、アンチモン（Ｓｂ）、ビスマス（Ｂｉ）、ガリウム（Ｇａ
）、ゲルマニウム（Ｇｅ）、ヒ素（Ａｓ）、銀（Ａｇ）、ハフニウム（Ｈｆ）、ジルコニ
ウム（Ｚｒ）、イットリウム（Ｙ）及びシリコン（Ｓｉ）が含まれる。好ましくは、元素
の長周期型周期表における４族又は１４族の金属及び半金属元素であり、特に好ましくは
、チタン、シリコン及びスズ、特にシリコンである。スズ合金の例には、スズ以外の第２
の構成元素として、シリコン、マグネシウム（Ｍｇ）、ニッケル、銅、鉄、コバルト、マ
ンガン、亜鉛、インジウム、銀、チタン（Ｔｉ）、ゲルマニウム、ビスマス、アンチモン
及びクロム（Ｃｒ）からなる群から選択される１種以上の元素を有するものが含まれる。
シリコン合金の例には、シリコン以外の第２の構成元素として、スズ、マグネシウム、ニ
ッケル、銅、鉄、コバルト、マンガン、亜鉛、インジウム、銀、チタン、ゲルマニウム、
ビスマス、アンチモン及びクロムからなる群から選択される１種以上の元素を有するもの
が含まれる。
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８４】
　さらに使用可能なアノード活物質は、リチウムイオンをインターカレートすることがで
きるシリコンである。該シリコンは、異なる形態で、例えば、ナノワイヤ、ナノチューブ
、ナノ粒子、フィルム、ナノ多孔シリコン又はシリコンナノチューブの形態で使用されて
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もよい。該シリコンは、集電装置の上に堆積されてもよい。集電装置は、金属ワイヤ、金
属グリッド、金属ウェブ、金属シート、金属ホイル又は金属プレートであってもよい。好
ましくは、集電装置は金属ホイル、例えば銅ホイルである。シリコンの薄膜は、当業者に
知られている技術により、例えばスパッタリング技術により金属ホイル上に堆積されても
よい。Ｓｉ薄膜電極を製造する一案は、Ｒ．Ｅｌａｚａｒｉ ｅｔ ａｌ．；Ｅｌｅｃｔｒ
ｏｃｈｅｍ．Ｃｏｍｍ．２０１２，１４，２１－２４に記載されている。また、本発明に
よれば、シリコン／炭素複合体をアノード活物質として使用することも可能である。
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９４】
　Ｂ）電気化学セル
　０．４ｍ／分のコーティング速度でのＭａｔｈｉｓコーティング機を用いて、Ｎ－エチ
ル－２－ピロリジノン（ＮＥＰ）中に懸濁した９２．５質量％のカソード活物質、２質量
％のＧｒａｐｈｉｔｅ ＳＦＧ ６Ｌ（Ｔｉｍｃａｌ）、２質量％のＳｕｐｅｒ Ｃ６５ カ
ーボンブラック（Ｔｉｍｃａｌ）及び３．５質量％のＨＳＶ９００ ＰＶＤＦバインダー
（Ｋｙｎａｒ）を含有するスラリーをアルミホイル上にコーティングすることにより、電
気化学サイクル実験のための正極を製造した。カソード活物質は、１質量％の炭素でコー
ティングしたＨＥ－ＮＣＭ ０．４２ Ｌｉ２ＭｎＯ３・０．５８Ｌｉ（Ｎｉ０．４Ｍｎ０

．４Ｃｏ０．２）Ｏ２＝１．１７４Ｌｉ（Ｎｉ０．２３Ｍｎ０．６５Ｃｏ０．１２）０．

８３Ｏ２（ＨＥ－ＮＣＭ＋１％Ｃ、ＢＡＳＦ）であった。得た堆積量は、約６．５ｍｇの
ＨＥ－ＨＣＭ／ｃｍ２であった。その後、正極テープをカレンダー加工し、約２．５ｇ／
ｃｍ３の電極密度（容量＝２．１ｍＡｈ／ｃｍ２）を得た。
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